


































研究目的 

川崎病はその後遺症として冠動脈障害を遺すので問題となる疾患であり,川崎病後遺症の

発生予防は大きな課題の一つである。 

近年γ一グロブリン大量点滴療法が川崎病に対して有効であるとする報告がかなりなされ

ているが,川崎病の病因についても明らかになされていない現在においては,γ一グロブリ

ンが真に有効であるか,もし有効とすればメカニズムは何か.冠動脈障害の予防効果がある

のか,治療効果があるのかを明らかにする必要があると考えられ,またγ一グロブリンの投

与方法,投与量についても統一見解を示すことが必要と考えられている。本研究はγ一グロ

ブリン大量療法の有効性,投与方法を検討することを目的として行われた。 


